
詣
が
深
く
、
昭
和
七
年
に
は
教
育
上
に
利
用
し
た
セ
メ
ソ
ト
工
芸
の
研
究
に
対

し
て
山
梨
か
ら
賞
金
を
授
与
さ
れ
、
各
地
で
セ
メ
ン
ト
講
習
会
を
指
母
し
、
仝

国
セ
メ
ン
ト
作
品
展
審
査
員
な
ど
も
っ
と
め
た
。
『
帝
国
工
芸
』
（
第
九
巻
第

二

号
。
昭
和
十
年
二
月
）
に
は
そ
の
功
績
が
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

七
メ
ン
ト
の
エ
藝
的
利
用
山
梨
縣
立
師
範
學
校
赦
諭
矢
崎
好
幸
氏
（
本

會
會
員
）
は
大
正
十
二
年
の
闊
東
大
震
災
の
復
興
に
際
し
幣
し
き
七
メ
ン
ト

が
需
用
さ
れ
た
有
様
を
見
て
、
土
木
や
建
築
の
み
で
な
く
、
更
ら
に
そ
の
効

〔
マ
マ
〕

用
範
園
を
披
大
し
て
工
藝
方
面
に
も
利
用
せ
ん
と
考
を
起
し
雨
束
十
餘
年
に

亘
つ
て
苦
心
研
究
を
績
け
、
最
近
に
至
り
漸
く
加
工
混
合
剌
、
着
色
材
、
セ

メ
ン
ト
工
作
新
技
法
等
を
装
見
し
て
七
メ
ン
ト
エ
藝
の
一
般
化
を
甚
礎
づ
け

た
。
こ
の
新
技
法
に
よ
れ
ば
、
混
合
剤
の
多
少
に
よ
っ
て
七
メ
ン
ト
は
柔
硬

を
自
由
に
調
節
さ
れ
宛
も
飴
細
工
の
様
に
扱
ふ
こ
と
が
出
来
る
ば
か
り
で
な

く
、
従
来
全
く
不
可
能
と
さ
れ
て
ゐ
た
硝
子
と
七
メ
ン
ト
の
密
済
も
出
来

る
。
且
つ
着
色
も
自
由
と
な
っ
た
た
め
、
思
ひ
通
り
の
型
思
ひ
通
り
の
色
の

工
藝
品
を
生
み
出
す
こ
と
が
出
来
、
し
か
も
セ
メ
ン
ト
特
有
の
堅
牢
さ
と
、

獨
自
の
美
術
的
風
格
を
有
し
、
そ
の
製
品
は
彫
刻
家
方
面
か
ら
も
推
賞
さ
れ

て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
そ
の
利
用
範
園
は
頗
る
廣
く
、
試
作
品
に
付
て
そ
の
一
斑

を
畢
げ
れ
ば
、
空
瓶
に
セ
メ
ン
ト
で
装
飾
を
施
し
た
花
瓶
、
電
氣
ス
ク
ン

ド
、
玩
具
、
文
鎖
、
柱
掛
等
を
は
じ
め
大
理
石
、
タ
イ
ル
の
代
用
品
と
し
て

建
築
に
も
利
用
さ
れ
、
粘
土
、
石
秤
と
並
ん
で
そ
の
エ
藝
化
が
期
待
さ
れ
る

に
至
っ
た
。

臨
時
七
メ
ン
ト
美
術
教
室
の
授
業
は
毎
週
木
、
金
耀
日
の
第
五
、
六
、

t
 

1

、

ヒ一
ー

限
に
限
り
、
臨
時
セ
メ
ン
ト
美
術
教
室
（
図
画
師
範
科
の
向
っ
て
右
隣
り
）
で

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
授
業
開
始
は
昭
和
十
五
年

一
月
二
十
五
日
で
、
兼

修
志
望
者
は
彫
刻
科
と
工
芸
科
の
生
徒
が
そ
の
大
半
を
占
め
、
当
初
は
三
年
生

二
十
三
名
、
四
年
生
三
名
が
兼
習
し
た
。
な
お
、
同
教
室
は
昭
和
十
九
年
の
本

校
改
革
の
際
に
廃
止
さ
れ
、
そ
の
時
矢
崎
も
森
田
も
退
職
し
た
。

⑰

渡
辺
素
舟
の
中
国
旅
行

図
案
家
渡
辺
素
舟
（
本
名
清
重
郎
）
は
明
治
二
十
三
年
十
一
月
十
六
日
に
生

ま
れ
、
愛
知
県
立
第
一
中
学
校
、
明
治
大
学
高
等
予
備
学
校
を
経
て
大
正
五
年

に
東
洋
大
学
専
門
部
を
卒
業
。
そ
れ
と
同
時
に
『
図
案
工
芸
』
の
編
集
に
従
事

し
、
装
飾
美
術
家
協
会
々
員
（
大
正
八
年
）
、
工
芸
通
信
社
同
人
（
同
十
一
年
）
、

工
芸
家
聯
盟
同
人
（
同
十
二
年
）
、
可
志
和
会
同
人
（
同
年
）
、
元
型
同
人
（
同

十
五
年
）
と
し
て
図
案
の
研
究
を
続
け
、
日
本
工
芸
美
術
会
第
一
回
展
煎
会
審

査
員
（
同
十
五
年
）
、
七
人
社
顧
問
（
昭
和
七
年
）
、
帝
国
工
芸
会
嘱
託
（
同

年）
、
東
京
高
等
工
芸
学
校
隅
託
（
同
年
）
、
商
業
美
術
家
協
会
顧
問
（
同
一――

年）
、
美
術
評
論
家
協
会
会
員
（
同
四
年
）
、
帝
国
美
術
学
校
講
師
（
同
六
年
）
、

白
木
屋
美
術
部
顧
問

（
同
七
年
）
、
多
摩
帝
国
美
術
学
校
教
授
（
同
十
年
）
、
『エ

芸
美
術
』
監
輯
（
同
十
一
年
）
、
日
本
図
案
家
聯
盟
常
務
理
事
（
同
年
）
、
日
本

漆
芸
院
贅
助
員
と
な
っ
た
。
大
正
、
昭
和
期
の
工
芸
図
案
界
の
代
表
者
の
一
人

で
、
著
書
も
多
く
、
本
学
所
蔵
自
筆
履
歴
書
に
は
昭
和
十
三
年
十
二
月
現
在
ま

で
の
編
著
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
図
案
工
藝
年
鑑

一
窓
飾
椋
準
図
案
集

大
正
十
五
年
度

昭
和
二
年
四
月

図
案
工
藝
社
刊

平
安
堂
刊
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一
日
本
工
藝
史
上
代
篇

一
支
那
工
藝
史
上
古
篇

一
現
代
日
本
の
エ
藝
美
術
昭
和
二
年
八
月

一
支
那
陶
磁
器
史
昭
和
四
年
十
月

一
図

案

法

研

究

麟

置

譴

野

誼

年

七

月

一
日
本
美
術
年
鑑
工
藝
之
部
畔
一
彗
亨
臼

一
現
代
商
業
美
術
全
集
二
四
巻
編
集
同
人

香
取
秀
真
氏
共
著

美
術
百
科
全
書

一
日
本
金
工
史

一
美
術
百
科
全
書
東
洋
篇
〔
中
略
〕

一
図
案
の
美
学

一
図
案
資
料
大
成

昭
和
七
年
十
月自

昭
和
七
年
三
月

至
同
八
年
三
月

十
二
巻昭

和
十
三
年
四
月

昭
和
十
四
年
一
月
印
刷
中

素
舟
は
本
校
の
教
育
に
直
接
関
与
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
工
芸
や
図
案

の
教
官
た
ち
と
は
深
い
関
係
が
あ
っ
た
。

昭
和
十
――一
年
十
二
月
、
素
舟
は
「
満
洲
帝
国
を
も
含
ん
で
今
日
の
北
支
及
び

中
支
の
臨
時
、
維
新
両
政
府
下
に
於
け
る
生
活
の
宜
際
を
構
成
す
る
エ
藝
と
そ

の
園
民
的
趣
味
を
構
成
す
る
図
案
の
調
査
」
を
し
、
「
新
秩
序
建
設
」
に
貢
献

し
た
い
の
で
、
配
慮
を
得
た
い
と
い
う
申
請
書
に
和
田
三
造
の
推
薦
書
を
添
え

て
本
校
校
長
に
提
出
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
本
校
は
、
十
四
年
一
月
二
十
五
日
、

「
中
華
民
園
視
察
旅
行
ノ
序
ヲ
以
テ
本
校
赦
授
上
参
考
資
料
ト
ナ
ル
ベ
キ
美
術

工
藝
二
関
ス
ル
調
査
ヲ
嘱
託
ス
」
と
い
う
辞
令
を
送
付
し
た
。

東
亜
書
院
刊

ア
ト
リ
エ
社
刊

杉
補
非
水
氏
共
編

ア
ト
リ
エ
社
刊

厚
生
閣
刊

新
潮
社
刊

新
潮
社
刊
〔
未
刊
〕

東
京
朝
日
新
聞
社
刊

昭
和
一一一
年
六
月

同
五
年
六
月

、lj

ア
ル
フ
干
・

図
案
工
藝
社
刊

中
央
出
版
社
刊

美
術
研
究
社
刊
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